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担当者 

武市 拓也 髙宮 由衣 荒添 敏恵 阿部 京子 

障害のある人が住み慣れた地域で自分

らしい生活を送るときに、支援が必要

となった場合、地域の社会資源や保

健・医療・福祉・教育・就労等をはじ

めとする様々な領域のサービスを利用

することもあります。平成１８年か

ら、障害福祉サービスを利用する人を

対象に、それぞれの状況に合わせて社

会資源やサービスを組み合わせた計画

を作成する「計画相談支援」という制

度が始まりました。 

相談支援について 

計画相談支援が開始された当初から、自立支援協議会の中に相談

支援に関する部会を設置し、相談支援専門員に対するバックアッ

プを行ってきました。現在は指定相談支援事業者等連絡会議とし

て年に４回開催しています。  

＼ みなさんが、参加しやすい会議となるように、頑張っていきます！！ ／ 



 

 2 

 

 計画相談支援が始まった当初は相談

支援専門員の人数も少なく、ほとんど

の事業所で相談支援専門員が一人で相

談対応を行い、アドバイスを得る機会

も少ない状況がありました。悩みを抱

え込むことが懸念された為、市内の指

定相談支援事業者が集まり、相談支援

専門員が孤立しないようなネットワー

クづくりを目的とする場として会議を

行っています。 

 会議の中では、対応困難な事例を通

して、個別の課題だけでなく、複数の

事例に共通した地域課題の抽出を行っ

てきました。また、外部から講師を招

き、講義や演習を通して各障害福祉

サービス事業所のサービス管理責任者

との連携のあり方について改めて学ぶ

ための研修も行っています。 

 ８月の会議では、行政から計画相談

支援の事務手続きに関する説明と質疑

応答、グループに分かれての事例検討

や意見交換を行いました。事例検討で

は、相談支援専門員の皆様が実際に相

談対応をされている事例を持ち寄り、

グループで意見交換を行いました。実

現できるかどうかではなく、相談者本

人の“強さ”や“力”に着目して前向

きに解決策を検討し、自由に意見交換

をする中で事例提供者がヒントを得ら

れることにポイントをおいた事例検討

を試みました。どのグループも活発に

意見交換を行い、障害のある人やその

家族への対応、関係者との連携、手続

きなどの日々の業務における疑問や困

難を共有したり、新たな視点を得る機

会となりました。 

 会議の参加者からは、意見交換をす

ることで相談支援専門員同士のネット

ワークができた、と好評で有意義な会

だったとのご意見もいただきました。  

 

 

 今後も引き続き、グループでの事例

検討や意見交換を通して指定相談支援

事業者が孤立しないようなネットワー

クづくりの場とすることや、相互に助

言をし合うことで相談支援専門員のス

キルアップを図ること、関係機関との

連携の促進を図っていきます。また、

本来自立支援協議会にて取り組むべき

である地域課題の抽出や社会資源の改

善、開発の視点も持ちつつ、有意義な

会議となるよう、相談支援専門員の皆

様のご意見をもとに事務局として会議

内容を検討していきます。  

これから・・・ 

連絡会議について 



 

 

エ ッ セ イ 
 Ａ   ⽀援 通    

相談員 佐藤 桂代子 

Ａさんとの関わりのきっかけ 

 Ａさんは広汎性発達障害の診断を受け精神保

健福祉手帳を持たれている三十代の男性です。

軽微 犯罪 勾留     時  当時通所 

ていた事業所から当センターへ相談がありました。

Ａ   逮捕当時 通所事業所 利⽤ 単⾝

生活を送っていました。中心となり関わっていた相

談支援専門員はＡさんが通所事業所の欠勤や

遅刻 多  初   障害福祉     利⽤ 

もあった為、ご本人が本心で障害福祉サービスの

利⽤      捉     分      思 

 持      単⾝生活 事業所利⽤ 安定

するよう定期的に面談や訪問を重ね一生懸命関

わっていたようです。そんな中でＡさんが罪を犯し、

     関   適切      今後 関  

を悩む中で、通所事業所職員より当センターに相

談    Ａ    両親 関係者 通所利⽤開

始の経緯や逮捕前の本人の様子を共有し、障害

の受け止めや今後の生活の意向確認も含め、一

旦当センターが中心となり関わることとなりました。 

 Ａさんと最初にお会いしたのは釈放後すぐでし

た。「こんな大事になると思わなかった」「迷惑をか

         ⾔葉 繰 返  髪 髭 伸 

三十代 男性  思   程覇気    勾留 

れたことにショックを受けていました。当然犯した罪

はゼロになることはないのですが、地域での生活が

今後も継続するよう支援者として、Ａさんがこれま

でどのような生活を送ってきたのか、私が第一印象

で感じたコンプレックスや自信のなさの要因はどこに

あるのか、今後の生活をどのように考えているの

か‥関わりの中で把握する必要があるとの思いを

抱き、Ａさんとの関わりが始まりました。 

Ａさんのエピソード 

 Ａさんは市内の普通小・中・高校卒業後、印

刷会社や複数の製造関係の工場で一般就労も

⾏         三 ⽉ 半年程 職 変 

り、二十代半ばで次の仕事が決まらず引きこもり

状態となり両親からの勧めで初めて精神科を受診

し、広汎性発達障害の診断を受けました。学業

  Ａ        努⼒    平均点 取 

のが精一杯で“自分はダメな人間だ”と思っていた

そうです。就職していた時期も含め周囲とコミュニ

      上手     自分 思  適切 場

面 適切 ⾔葉  伝えることができず、 誤解を

招き人間関係のトラブルをいつも抱えていたようで

す。それは家族間でも同様で、家族であってもどう

関   良  分       続 結果的 衝

突することが後を絶たないことから単⾝生活になっ

たとのことでした。一方でＡさんは人との関わりを求

    両親    大切 思       知   
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      Ａ   発  ⾔葉 端的 為 誤

解 招         自分 努⼒ 成績(結

果)が結びつかないことや人間関係のトラブルの積

み重ねが結果的にＡさんのコンプレックスとなって

いたようです。 

Ａさんへ今後の生活の希望を尋ねたところ「家

 生活 続    十年近 仕事 就     

のに変だけど仕事がしたい」と⾔いました。今後の

目標を尋ねると「認められたい」と⾔いました。⾔

葉少  Ａ     私 本心 ⾔     感

じました。Ａさんもこれまでの経験から何らかの配

慮があれば助かるとの思いがありました。上手く

いっていたことや苦手なことを当センターと本人で

整理  職業      職業評価 受   

  関    約一 ⽉後        同⾏ 

就職活動を始めました。約三ヶ⽉の間に、障害

者雇⽤で工場等の製造業を中心に、数社面接

 受     全 不採⽤    不採⽤ 結

果 続     Ａ   非常 落 込    

ぱり頑張っても普通に生活できない」と呟きまし

た。しかし、私はＡさんが就職活動の際、志望動

機 何度 一緒 考    書 直    姿 

目の当たりにし、何とか自信が持てるような支援

 必要 感     関    五 ⽉目 再度

Ａ   話      障害福祉     利⽤ 

仕事に慣れていきたいとの意向でした。その為、

給与を得ることができる就労継続Ａ型事業所の

⾒学 面接 数社⾏       中 第一希

望   仕事 就       利⽤ 定着   

  利⽤開始前 事業所 当     Ａ   

経過 共有 対応 検討     利⽤開始後

は、普段と違う様子があれば当センターへ連絡を

いただき直近にＡさん・事業所・当センターで話し

 ⾏          

 出勤最初の週は特に問題はありませんでした

が、その後ほぼ毎回遅刻がみられました。仕事

は、⾔われたことに取り組んでいるとのことだったの

  Ａ  宅 訪問     出勤⽇ 勤務時

間 守    優先 ⾏動    朝 準備  

ケジュールを具体的に一緒に考えました。優先順

位 ⽴     苦手  生真面目  発達障

害の特性であり、受け止めながらＡさんが納得で

きる形で社会に適応できるよう考えました。その

後 作業所内 仕事内容 変更      都

度職員 仕事 提⽰方法 検討    一緒 

取り組みました。仕事を始めて約九か⽉が経ち、

仕事内容変更時 職員 進         

ます。一時実家へ戻る話もありましたが、家族と

距離感 保  方 良   結論  単⾝生活

が続いています。 

センターとして 

私達は仕事の斡旋や作業、サービスを提供す

 機関        障害 ⾒⽴       

地域生活が安定するのかご本人や関係者の方と

確認     試⾏錯誤 取 組       

ういった意味では私達だけではご本人の安定を

図っていくことは難しく、今回ご紹介したケースは

関係者 協⼒        連携 上手   

           私自⾝ 自分 ⽴ 位置

 再確認   事例     
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ＪＲ  
JR⿅児島本線 ⼾畑駅 下⾞ 南口から徒歩1分 
  ⾞  
北九州都市高速 ⼾畑      約5分、 
              「枝光ランプ」から約10分  
 

 バス  
市営   ⼾畑駅 ⾏  ⼾畑駅  下⾞ 
⻄鉄   ⼾畑渡場  or ⼾畑駅 ⾏  
               ⼾畑駅  下⾞ 徒歩1分  

アクセス&マップ 

北九州市障害者基幹相談支援     

ホームページの

ご案内 

北九州市障害者基幹相談支援     北九州市障害者自⽴支

援協議会        随時更新       法人 各種研修

等のご案内をしています！ 
北九州市障害者自立支援協議会ホームページ 

運営法人の案内や各事業から

のお知らせ、研修案内などを随

時アップしております。 

北九州市障害者自⽴支援協議会 

協議会の概要や地域支援研

究会の開催案内などを随時

アップしております。 

北九州市障害者基幹相談支援センターホームページ 

記  

きらびやかなイルミネーションが街を彩る季節となりました。広報紙 今年度第2回目 発⾏    

今回 当法人 受託    自⽴支援協議会 指定相談支援事業者等連絡会議  紹介      会議
 目的       会議内容  知       参加機関 増  参加者 方    意⾒         充
実した会議になればと思っています。 

今後もさらに読みやすい広報紙を目指しますので、次号もぜひ、ご期待下さい。 

編  

集  

後  

編集：佐藤桂代子 一原汐⾥ 
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戸畑駅 北口 

戸畑駅 南口 

イ ベ ン ト の お し ら せ  
●平成30年度 北九州市触法障害者⽀援研修 
 本年度 北九州市 取 組  法務省 地域再犯防止   事業 趣旨    再犯   健全 
社会生活 送    早期支援  広 理解   触法障害者 関  現状 問題 考         
再犯防止に向けた支援につなげられるように、触法障害者支援研修を開催いたします。 
 
講   師：佐藤 幹夫⽒（        評論家） 
⽇   時：平成31年1⽉19⽇（⼟）13:00 16:00 
会   場：ウェルとばた 2階 多目的ホール 
参加費：無料 定員100名（応募多数の場合は調整させていただきます） 
対象者：司法 医療 福祉 教育 ⾏政 各分野関係者   市⺠ 
申 込 先（申 込 〆切⽇）： 
      申 込      北九州市障害者自⽴支援協議会         覧       
      北九州市障害者基幹相談支援       問 合        
 


